
肝炎情報センター 肝疾患研修室医長 是永匡紹

研修会事務局からのお願いとお知らせ
①相談・支援センター向け研修会とは
②相談支援システムとコロナ禍活動報告

AP新橋 ⇒R3年度 肝炎対策推進協議会 開催会議場でもあります

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和4年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会



新橋駅方面：地下から直結 反対側: 銀座八丁目

新橋駅 築地市場

肝炎情報センターから40分 肝炎室から15分



2024年3月2日（土）お待ちしております



国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

研修会事務局からのお願いとお知らせ
②相談支援システムとコロナ禍活動報告
④グループワークについて

@ 市川 201703
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⚫ 拠点病院医師向け研修会 年２回

⚫ 看護師向け研修会 年１回

⚫ 相談員向け研修会 年１回
相談員向け看護師向け(2日間）
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肝疾患相談支援センター向け研修会とは

肝炎情報センターHPで資料公開
（研修会アーカイブ）

研修会で学んだことが
拠点病院持ち帰って反映されているか

持ち帰って使用できる内容に
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質問: 2016年度 研修会アンサーパット

① よく知っている

② 少し知っている

③ あまり知らない

④ ほとんど知らない

⑤ 全く知らない

看護師さんへ；肝疾患相談室（相談・支援センター)の相談員を

28

12

16

5

5

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

投票数: 66

半数を満たない・・・

肝Co取得；20%未満
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国立研究開発法人国立国際医療研究センター
肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成29年度(2017年度) 肝疾患診療連携拠点病院
肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会

日 時：平成30年3月2日（金）13：30～18：00 ・ 3月3日（土）9：30～15：00

場所：AP浜松町Aルーム
〒105-0011 東京都港区芝公園２-４-１芝パークビルＢ館地下１階

テーマ： 各拠点病院の活動内容の情報共有～医師参加による院内連携強化と
肝疾患患者へのコーディネート～

1. 各拠点病院の活動を報告（ポスター発表）して頂き、医師を含めた参加者で進行しながら、
地域ブロックを越えた情報共有を目指す

2 肝炎医療コーディネーター（Co）は、自治体の状況によって認定・育成方法等が異なり、
その状況を共有し、肝疾患相談・支援センターが出来る「コーディネート（調整）」について考える

参加予定人数: 120名(115) 医師36名参加(2)
参加予定施設：54施設(57)
懇親会予定人数：52名(35)
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ポスターはPDF化、DVDも提供可能⇒そろそろ開催？？

グループワーク

啓発資材
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肝Co養成講習後のバッチは均てん化？？



平成30年度 肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センタ-
関係者向け研修会(2019年3月1,2日）

平成 30年度肝疾患相談支援センター向け研修会  

ＡＰ浜松町 東京都港区芝公園２-４-１芝パークビルＢ館地下１階 

 

 テーマ：拠点病院における相談業務と現状と課題～相談支援システム活用と偏見・差

別について  

 

3 月 1 日（金） 
 

1. 挨拶                           13:30～13:40  

肝炎情報センター長 考藤 達哉  

厚生労働省 健康局 がん・疾病対策課 肝炎対策推進室 〇〇 〇〇  

 

2. 講義 (各 25 分 質疑込み)                 13:40～15:10 

1)「今後の肝炎総合対策」⇒肝がん助成 

 厚生労働省肝炎対策推進室  〇〇 〇〇   

2)「最新の肝炎ウイルス治療（仮）」 ⇒エプクルーサー 

〇〇 〇〇 

3)「回答に困る質問・差別偏見」  

                          八橋  

 

(休憩＋啓発資材 閲覧)  

 

４．相談支援システムの現状について              15:30～15:50  

 

５．相談システム運用例 （他）         15:50～16:２0 

 

６ グループワーク I（質問に困る例について・改善方法等）   16:20～17:00 

                         ⇒テーマはアンケートより 

7   中間報告(各 5 分)                    17:00～17:45 

 

8   記念撮影 事務連絡                                       17:45～18:00 

                     

9． 意見交換会                                               18:00～20:00 

AP 浜松町 NO ルーム（会場内）  

医師 4000 円 それ以外 2000 円 

 

3 月 2 日（土）                                          

 
1．昨年度のアンケート結果・啓発資材の行方           9:30～10:30 

 

2．グループワーク II（＋肝炎室・情報センターへの質問作成）        10:30～11:30 

 

昼食（各自） 

3.  グループ発表（10 分以内）+討論              12:30～14:00                

 

4．修了証書授与 閉講式                                    14:00～15:0０    

 

 ⇒第 1報：日時・場所・内容＋医師参加要請（＋相談システムへの要望・回答困難例） 

  12月末が締め切り予定 

参加予定人数: 108名(120)
医師22名参加(34)
参加予定施設：53施設(54)
懇親会予定人数：46名(52)
昨年参加者：47名(32) 

長崎医療センター 八橋 弘 先生



感染知識をアンサーパット 相談支援システム実用例 相談事例・回答を作成
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令和元年度肝疾患相談支援センター関係者向け研修会（案）  

ＡＰ浜松町 東京都港区芝公園２-４-１芝パークビルＢ館地下１階 

 

 テーマ：拠点病院における相談業務と現状と課題～相談支援システム活用と偏見・差

別について  

 

２月 28 日（金）      12 時 45 分受付開始   １3 時 20 分までに集合 

 
0. 本日の Agenda 説明                  13:２0～ 
 

1. 挨拶                             13:30～13:40  

肝炎情報センター長 考藤 達哉  

厚生労働省健康局 がん・疾病対策課 肝炎対策推進室  

 

2．講義 (各 25 分 質疑込み)                    13:40～14:30 

1)  肝炎総合対策について（仮） 

     厚生労働省肝炎対策推進室     

2) ウイルス肝炎について（仮）  

      肝炎情報センター 考藤 達哉 

 

3．特別講演  行動変容を促す 医療コミュニケーションの方法     14:30～15:15 

                                            大阪大学    平井 啓 

 

 (休憩＋啓発資材閲覧  15 分)  

 

 

4. 相談支援システムの現状・これからのグループワーク      15:30～15:40                        

肝炎情報センター 是永 匡紹 

    

 

５. グループワーク I（研修会プログラム・行動変容事案）      15:40～16:40 

                          

6．中間報告(口頭：各 5 分以内)                  16:40～

17:30 

 

7．記念撮影 事務連絡                                         17:30～17:50 

                     

8．明日に向けて（自己紹介等）                            17:50～ 

最長)19:00 

 

 

 

2 月 29 日（土）         9 時１０分開場   9 時 25 分までに集合                                       

                                                        
1．昨年度のアンケート結果                     9:30～9:40 

 

２．啓発資材の行方 

大阪医科大学・・虎ノ門病院                 9:40～10:00                  

 

3．グループワーク II                                           10:00～ 

 

昼食（各自） 

 

４. 発表（グループ毎 10 分以内）                  12:１0～14:40        

 

5．修了証書授与 閉講式                                    14:40～15:0０  

    

令和元年度 肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センタ-
関係者向け研修会(2020年2月28,29日予定⇒延期・中止）

ステップアップ研修会では何を？講師は？
多職種？職種別→理想の研修会Agendaを
⇒Coの均てん化（2022年度テーマ)
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 令和 2 年度肝疾患相談支援センター向け研修会（2021 年 3 月 5日～15 日） 

テーマ 「コロナ禍における拠点病院の活動状況」 

 

１．挨拶 5 分 動画１ 

肝炎情報センター長 考藤 達哉 

厚生労働省 健康局 がん・疾病対策課 肝炎対策推進室  

室長補佐 大原 正嗣 / 竹内泰江 

 

２．講義 各 20分  動画１ 

1)肝炎総合対策について  

肝炎対策推進室 室長補佐 大原 正嗣 / 竹内泰江 

2) ウイルス肝炎治療の要点ーガイドラインの Update を中心に 

肝炎情報センター長 考藤 達哉 

 

3. 今回の研修会の目的とお願い 12分 動画２ 

肝炎情報センター 室長 是永匡紹 

 

4. 特別講演 

なぜ患者と医療者はすれ違うのか？ 40 分 動画２ 

大阪大学人間科学研究科 准教授 平井 啓  

 

5. コロナ禍の活動報告 1 各 5 分 動画 3 

a.肝疾患相談支援システム活動報告 

富山県立中央病院 肝疾患相談室   看護師 古川市子  

b. 未定 

大分大学医学部附属病院肝疾患相談センター 藤田幸子 

 

6. コロナ禍の活動報告 2  約 30 分 各施設約 3～4 分  動画 3 

a. リレー動画１ （情報 C⇒福井済生会⇒和歌山大学⇒香川県立中央⇒岡山大学⇒ 

情報 C） 

b. リレー動画２ （情報 C⇒徳島大学⇒山口大学⇒久留米大学⇒佐賀大学⇒情報 C） 

2020年度肝疾患相談・支援センター関係者向け
研修会テーマ：コロナ禍における拠点病院の活動報告

受講予定者
60施設 200名 医師43名

H28年度 58 114 2

H29年度 50 107 31

H30年度 54 109 26

R1年度 57 107 21

参加人数 医師参加数参加施設数
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R2年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会
コロナ禍の活動報告をリレー動画で
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R3年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会
テーマ ～コロナ禍から学んだ・悩んだ肝 Co 活動を話そう！

日時：2022 年 3 月 5 日（土） 13時～ 1７時00分（最長17時30分）
場所：AP 新橋５F J & L  ハイブリッド（zoom meeting）

１５時４０分～④コメント発表（約60分）
＊5 分/12 グループ

①コロナ禍から学んだ・悩んだ肝 Co 活動②その他

１６時５０分～⑤閉会式
受講証 授与

50施設 133名・・・・124 120名
：肝Co82名(65%)＋医師20名(16%)
：現地30名→マンボウ後3名(司会＋医師2)
（ハイブリッドと言えなくなりました・・・）

感謝!! 虎の門：寺本様 長崎医療C：八橋先生 名市大：井上貴先生

×
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34%

2%

22%

26%

16%

①十分できなかった ②活動意欲が低下した ③変わらない

④新たな発見があった ⑤その他

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

活動状況(n=130)

十分できなかった
活動低下
３６％

新たな発見有
その他の活動
42％



病院により取り組みの方法や実際の現状に差があることを理解しました。病院だけでなく施設やクリ
ニックなどでコーディネーター取得されている方もいらっしゃると思います。多方面の方の現状なども理
解できる場があるといいな、などおもいました。

活動内容の報告だけでなく、実際に患者や市民に接する中で難しかったことなどを題材としたグルー
プワークをしたいです

ブレイクアウトルームはハードルが高いと思われがちですが、今回各施設で導入できるきっかけを作っ
てくださったような気がします。今後もいろんな研修方法を教えてください。
でも、やはり現地集合がいいです

もう少し時間を短くして欲しい。

GW後の発表が長すぎて、一工夫が欲しいと思いました。たとえば、同じような活動
事例は省略するとかしていただいた方が良かったのでは・・・集中が途切れそうにな
りました

ご指示通り、院内全職種に呼びかけ、希望者に参加していただきました。
当日、COではない方々へ、もっと配慮した表現をしていただけたらよかったと感じま

す。このアンケートの標題に関しても、日ごろ肝疾患相談支援センターに関わりのな
い方々からすれば、回答しなくていいのかもと思わせてしまうのではないでしょうか。

R3年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会
コメント抜粋・・・本研修会の意味が伝わってないかたも・・
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②a 肝疾患患者相談支援システムとは？
2019年から全ての拠点病院使用（相談対応は拠点病院の役目)

拠点病院相談体制に充実（個人情報に配慮して その内容を記録検索可能）させる＋
個々の事例に適した対応（回答の均てん化）の補助ツール

Q. 病院内の相談内容を記載・共有・・・・
①個人情報に十分に配慮（セキリティ面は担保され運用開始・記載内容に配慮）
②拠点病院内に相談対応の充実は肝炎対策基本指針も基づく（＝評価も必要）
③肝疾患相談センター費用（国と都道府県＋一部情報C)＋システム運用費用（厚労省）



②b 相談支援システム入力件数とマンスリーレポート*
入力・活用状況・お願いmailとシステムへ⇒ログイン無ユーザー削除告知・責任者(管理者)の周知不足

・システム責任者：ユーザー管理・記載内容確認等
⇒今年度アクセスしていない責任者22名(31%)

・システム管理者：責任者の代行
・一般ユーザー（記載可能・閲覧のみ）
⇒6か月連続システムアクセス無でID削除(189名)
大阪30⇒8  横浜市17⇒4   香川16⇒5   兵庫15⇒10   獨協15⇒6 

福井14⇒5  自治13⇒5  市秋田12⇒3 広島11⇒11 削除登録希望:3 入力件1000/月 これ以上増加は困難
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①c1 相談支援システム利用促進 質問箱(新規投稿時に全ユーザーにお知らせ）

質問箱を通じた情報共有:回答に苦慮する質問、お困りごとを気軽に投稿可能

肝がん助成申請について

B型給付金対象者について

繰り返しmailにて同じ質問
⇒30拠点病院に

★B型肝炎陽性者がネイルサロンで出禁



New①c2 相談支援システム利用促進：活動報告(全ユーザーにお知らせ有）

質問箱から独立して活動報告欄を施設別に(啓発・研修会内容・啓発活動が一目）



2022年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 R3年度上半期平均(範囲) R4年度上半期平均(範囲)

ログイン施設数 69 69 71 66 69 66 67.2(64～69) 68.3(66～71)

登録施設数 59 58 58 59 52 53 56.8(54～60) 56.5(52～59)

記載ユーザー数 89 85 82 83 76 77 81.3(77～92) 82.0(76～89)

質問箱・活動報告閲覧施設 65 64 64 63 67 62 57.5(51-62) 64.1(51-62)

上記閲覧ユーザー数 128 144 132 171 166 148 120(88～151) 148 (128～171)

参考　質問箱閲覧施設 31 59 64 63 63 57 56.2(31～64)

上記閲覧ユーザー数 41 127 131 170 152 135 126(41～170)

参考　活動報告閲覧施設 64 57 50 50 59 49 54.8(49～64)

上記閲覧ユーザー数 122 115 83 94 126 98 106(83-126)

2022年度 10月 11月 12月 1月 2月 3月 R3年度下半期平均(範囲) R4年度下半期平均(範囲)

ログイン施設数 69 71 69 69 66.3(65～69) 69.5 (69～71)

登録施設数 57 60 56 50 56.0(52～60) 55.7 (50～57)

記載ユーザー数 83 87 81 71 80.3(74～84) 80.5(71～87)

質問箱・活動報告閲覧施設 61 67 64 66 58.7(50～62) 64.5(61-67)

上記閲覧ユーザー数 142 161 163 178 120.3(83～141) 161 (142～178)

参考　質問箱閲覧施設 25 65 62 63 53.7(25～65)

上記閲覧ユーザー数 34 150 145 168 124(34～170)

参考　活動報告閲覧施設 61 58 59 60 59.5 (58～60)

上記閲覧ユーザー数 135 122 123 128 127(122-135)
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①c3 相談支援システム利用状況 ログイン状況
ユーザー数(491名⇒321名/1月末）記載者:81名(25%) 閲覧:160名(50%)

登録施設/
ユーザーは
頭打ち⇒

☝ 閲覧ユーザー
30%増加

様々な取組でアクセスユーザー増加に成功！・・・記載者増加に繋がらず



札医

虎の門 茨城医C

名市大

福井

佐賀

広島

札幌医57%

虎の門 27%

富山県立中央 60% 名市20%

茨城C16%

広島43% 徳島12%

10

17

11

11

8

⇒１施設で57% 154件/施設

香県中13%

⇒3施設で55% 183件/施設

⇒２施設で80% 274件/施設

⇒3施設で70% 155件/施設

①d 相談支援システム今後の課題 年度報告書より
助成は最も多い相談内容も肝炎⇒肝がんへ ブロック別に評価する必要性は？

14 ⇒３施設で59% 69件/施設

⇒３施設で69% 396件/施設

福井
28%

武蔵野12%

和歌山
15%

大薬
15%

佐賀
27%

長崎
26%

熊本
17%

大分
16%

 

肝疾患患者相談支援システム 

2021 年度報告書 

 

 

 

 
集計対象期間：2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 

施設数：71 拠点病院 

総相談件数：14261 件 

 

 

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 

肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター 

 

2022 年 9 月 30 日 

←
肝がん助成に
関する相談増
9%⇒30%

ブロック別(近畿↓)のみならず施設よって相談対応に差がある↓
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①f1.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて:活動指標
個別の活用指標（件数・ユーザー閲覧率・相談日からの入力日数・必須項目未入力・記載文字数）送付

年間25件(月2件)未満の相談登録施設
は解析除外（8施設は3年間連続）
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1779件
0.87

1889件
0.90

600件
0.90

197件
0.87

858件
0.86

①f2.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて:活動指標
チャート面積が大きい5施設（広島⇒名市⇒富山県中⇒大分⇒虎の門）

年々上昇

年々上昇
入力件数は多くない

導入当初より

導入当初より

導入当初より
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①f3.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて:活動指標
相談件数がtop10の2施設⇒copy & paste⇒集計システムとしてのみ利用・・

件数は上位も
（件数低下中）
自由記載が少

件数は上位も
自由記載が少

相談日から2ヶ月
以上経過して入力

管理栄養士が肝Co⇒栄養相談件数を入力

事務担当者が肝Co⇒給付金対応件数を入力

対象者の状態・具体的な対応が不明
⇒補助ツールとしての存在価値の向上必要
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②f3.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて：内容の公開
11月から試験運用開始：各施設（入力者）が公開を決定し評価委員で登録・修正依頼

←拠点病院調査項目

自由記載欄

自由記載欄



①f4.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて：内容の公開
11月～試験運用開始：46施設*が公開try・707件の相談内容とその回答がストック(2/16迄)

公開希望数(率)： 634 (20.9%)
* 公開せず: 20   件数入力無: 6

29施設が公開
事例を確認



②f4.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて：内容の公開
11月～試験運用開始：46施設*が公開try・707件の相談内容とその回答がストック(2/16迄)

公開希望数(率)： 634 (20.9%)
* 公開せず: 20   件数入力無: 6

29施設が公開
事例を確認
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①f5.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて：内容の公開
相談室で肝がん治療副反応聞き取り、受給者証が届く前から治療可能等 施設毎の対応も参考に



①ｇ-3.相談支援システム利用状況：記載内容の公開
質問：全部を登録することになるのでは⇒そんなことはありません・
公開pending

公開pending

公開

①f6.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて：内容の公開
全例公開が目的でなく 相談対応の均てん化が目的⇒参考になる内容の登録

公開



②f7.相談支援システム「質の向上・均てん化」に向けて：内容の公開
公開でも開始後50件以上相談件数入力された施設の公開希望数

10～20%だけでも・・
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今年度のグループワークは竹内先生より
（来年度は現地でお待ちしております！）

グループワークを楽しんで！

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和4年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

201903 閉講式: 受講証授与式


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33


